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二中コミュニティ・スクールだより 
～市川市立第二中学校学校運営協議会～ 

「夢・命・絆」 

令和４年度第４号 

（通算第１４号） 

会長 小林 俊之 

（文責 野手 裕之） 

 

「令和４年度第４回学校運営協議会」報告 

協議に先立ち、小林会長から、以

下のようなあいさつがありました。 

年末のお忙しいところご出席い

ただきありがとうございます。コロ

ナが収まったと思ったところで、再

び拡大しているところで、危惧して

おります。また、インフルエンザに

ついても心配しているところです。 

さて、今回の協議会では、教職員

の任用についての協議となります。

ここでの議論を踏まえて、教育委員

会に意見書を提出させて頂きます

ので、皆様の建設的な意見をお願い

いたします。 

 

１. 協議 

令和５年度の教職員の任用に関して協議を行いました。石田校長からの意見を踏まえて、

各委員からたくさんの意見がありました。意見の一部は次のようなものです。 

〇生徒の主体性を大切にしてくれる教職員。 

〇授業の改善などに対して、柔軟に取り組んでくれる教職員。 

〇新しい取り組みに対しても積極的に対応してくれる教職員。 

〇生徒の個性を理解して一人一人に寄り添ってくれる教職員。 

〇個性を大切にして、きめ細かい指導のできる専門性と意欲のある教職員。 

〇コミュニティスクールの目的を理解し、尊重してくれる教職員。 

〇地域学校協働活動を活用できる教職員。 

〇地域コミュニティのための活動にも意欲的に取り組んでくれる教職員。 

 

令和４年１２月９日（金）に、令和４年度第

４回学校運営協議会が、委員９名の出席のも

とで開催されました。 

次回は２月１７日（金）１５時３０分から、

後期学校評価や学校関係者評価のほかに、次

年度学校運営方針についてなどを協議する予

定です。 
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以上のような委員からの意見を取りまとめた意見書を１２月中に市川市教育委員会に

提出することになりました 1。 

 

２. 報告及び意見交換 

◎１１月１１日のオープンスクールを振り返って次のような意見がありました。 

・生徒の授業を拝見して嬉しく感じる。１クラスをじっくり見てみたい。 

・体育の授業でマスクをしている姿に、どうにかならないかと感じた。 

・タブレットを使用した授業の種類が増えていたのに感心した。 

 

◎学校の様子について、飯野教頭より次のような報告がありました。 

・３年生は、受験に向けて準備を進め

ています。 

・１年生と２年生は校外学習をして、

１年の締めくくりに向かって学習

しています。 

・コロナ感染状況ですが、第８波の最

初は少し多かったが、現在は、少な

くなってきています。 

・生徒会を中心に、２３日（金）にク

リスマス会を開催するための準備

をしています。 

 

３. その他 

学校運営協議会で提案してきました「学校支援実践講座（交流会）」（人とのかかわりあ

いについて考える授業）が、１月に１年生を対象に行われることになりました。今回の交

流会は、地域支援者を地域学校協働活動推進員を中心に集めることになりました。 

地域支援者として、話し合いを支援してくださる方の募集に関しては改めてお知らせし

ますので、ぜひ、ご協力ください。 

 

市川市ＰＴＡ連絡協議会からのお知らせ 

市川市ＰＴＡ連絡協議会では、バレーボール大会を開催したり、

合唱コンクール、バドミントン大会、野球大会などの協賛したりす

ることを通じて、ＰＴＡ会員同士の親睦を深めることを推進してき

ました。 

この度、令和５年度にボッチャ大会の開催に向けて準備をしてい

ます。チーム結成に向けて、興味がある方は、地域学校協働活動推

進員の野手さん（nodeyuji@nifty.com）までご連絡ください。  

 

 
1 学校運営協議会による教職員の任用に関する意見の提出は、「地方教育行政の組織及び運

営に関する法律」における「学校運営協議会は、対象学校の職員の採用その他の任用に関

して教育委員会規則で定める事項について、当該職員の任命権者に対して意見を述べるこ

とができる。」（第４７条の５第７項）の規定に基づいた権利になります。 

３年生が受験

用の写真撮影を

しました。さらな

るステージへ向

けて始動です。み

んなの希望が叶

うことを祈って

います。頑張れ、

３年生。 
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市川市の防災について 

１１月９日に茨城県南部を震源地とする地震が、

１１月１４日に三重県南東沖を震源地とする地震が

ありました。いずれも市川市内の震度は２でしたが、

もう少し感じられたようにも感じます。前回の学校

運営協議会では避難所運営ゲームを行いましたが、

今回は市川市の防災について少しだけ取り上げたい

と思います。 

市川市では、大地震発生後（震度５強以上）、市内

３９校の小学校を地域の防災拠点として、小学校区

単位で情報収集、災害対策本部や災害班との連携、

避難生活支援などを行うことになっています。避難

所の運営は避難者が行うことになりますが、震度５

強の地震があった場合には、小学校に防災拠点要員

（市職員）と防災拠点協議会委員（地域住民）が集ま

って、避難所運営の支援を行うことになっています。 

 

 

Ｐ連会長会について 

１２月１０日（土）に市川市ＰＴＡ連絡協議会の会長会が開催されました。今回は、平

成３１年３月７日の会長会でも実施しました「ＰＵＳＨコース講習会」が行われました。 

「ＰＵＳＨ」は、「胸をＰＵＳＨ」、「ＡＥＤのスイッチをＰＵＳＨ」、「あなた自身をＰＵ

ＳＨ」という３つの「ＰＵＳＨ」を意味していています。 

「ＰＵＳＨコース」は、心肺蘇生の中で

も最も重要な「胸骨圧迫とＡＥＤの使い方」

や「誰かが倒れた時に、声をかける勇気」

を、できるだけ多くの人に伝えるために、

短時間で効率的に学べるよう工夫した心

肺蘇生の講習会です。 

詳しい内容は大阪ライフ

サポート協会のホームペー

ジ（右ＱＲコード）をご覧く

ださい。 

 市川市ＰＴＡ連絡協議会では、このよう

な命を大切にする活動を推進しており、当

講習会を開催したい方は、市川市ＰＴＡ連

絡 協 議 会 事 務 局 員 の 野 手 さ ん

（nodeyuji@nifty.com）まで、お問い合わ

せください。 

市川市防災拠点協議会 
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自己肯定感（自尊心）について 

今回は、学校運営協議会でも度々課題となっている自己肯定感について取り上げます。 

（日本子ども学会の理事長や日本

小児神経学会の名誉会員などを歴任

している）榊原洋一お茶の水女子大学

名誉教授が、「子どもがよりよい人生

を送るためには、ＩＱや偏差値に代表

されるような認知能力だけでなく、感

情や情緒からくる非認知能力が最終

的に大きな働きをします。〔中略〕人生

をより豊かなものにするために必要

な「生きる力」を獲得するには非認知

能力がカギを握っています。〔中略〕子

どもの能力を伸ばすうえで、保護者が

できることはいくつかあります。それ

は、子どもをたくさんほめること。そ

して、好きなことを、とことんやらせ

てあげることです。そうすることで子

どもの自己肯定感が高まったり、物事

を達成する意欲や粘り強さが養えた

りと、結果的に非認知能力を育むサポ

ートになります。」 4と述べているよう

に、自己肯定感は、「生きる力」ないし

は「非認知能力」の基盤として重要で

あるといえます（図表１も参照）。 

そして、内閣府「子供・若者白書（令

和４年版）」（図表２）にみられるよう

に、ほっとできる場所、相談できる人

がいる場所、助けてくれる人がいる場

所の数が多いほど、自己肯定感が高い

という結果となっています。 

このようなことからも、多くの大人

が、普段の見守り活動などを通じて、

また、学校や地域でのイベントなどを

通じて、子どもたちにかかわっていく

ことは、とても大切なことであると思

います。 

 
2 中山芳一著「学力テストで測れない非認知能力が子どもを伸ばす」東京書籍、2018 年、

118 頁。 
3 内閣府「子供・若者白書（令和４年版）」を参照して作成。 
4 https://kosodatemap.gakken.jp/learning/intellect/17021/ 

図表１ 自己肯定感から認知能力までの全体像 2 

 
 

図表２ 自己肯定感と場所の数 3 

 
写真は、先日行われた「真間小まつり」と「すがのフェスタ」

の様子です。コロナ禍前と同じようにはできない部分もありま
したが、たくさんの大人が子どもたちの笑顔のために参加し、
子どもたちと交流しました。徐々にこうした活動も戻って欲し
いと思いました。 
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